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エネルギーマネージメント実証実験

― 仮想電力融通のシミュレーション―

守屋也真斗・宮川潤・石橋孝一・水落誠・大矢良斗・

西田義人・泉井良夫・夏梅大輔・田畑浩数（金沢工業大学）

はじめに
近年、我が国では を排出しない再生可能エネルギ

ーを用いた発電の普及に取り組んでおり、特に太陽光発

電 においては徐々に導入量を増やしている。しかし、

太陽光や風力などの出力変動型再生可能エネルギーは天

候に応じて出力が変動する。このため、発電を行う地域

によっては 出力に過不足が生じ、 出力が過大な場

合は、蓄エネシステムに蓄積するか、または、 出力抑

制等が必要となる。これらを背景に、金沢工業大学では、

白山麓キャンパスにおいて、 電力過剰サイトから、

電力不足サイトへ、仮想的に電力融通し、 出力抑制回

避による 削減効果を検証評価するシミュレーション

を実施中である。

今回、 仮想電力融通シミュレーションの内容を報告

する。

仮想電力融通シミュレーション
仮想電力融通シミュレーションの概要：

仮想電力融通のシミュレーション概要を以下に示

す。

・検証期間： ～ （ ヶ月）

・検証地域：白山麓キャンバス（石川）・富山

・設備概要：表 に示す。

仮想電力融通シミュレーションの内容：

白山麓と富山それぞれの地域での 発電量（出力抑

制なし）と、表 に記載されている負荷の 時間データ

を 分毎に展開する。次に、それぞれの地域の 発電量

から負荷の数値を引いて つのデータの差分を求める。

求めた つの差分を比較して小さい値を電力融通量とし

た（ただし つの差分の符号が異なる場合のみとする）。

図 ・図 は商用電力からの売電量であり、図 は電

力融通なし、図 は電力融通ありをそれぞれ示す。ただ

し、図 ・図 は検証期間 ヶ月間の内、 月の 週間

分のデータとする。

仮想電力融通のシミュレーションの評価結果：

表 に示すように電力融通と蓄電池を足し合わせるこ

とによって の削減効果は、全体では ％になるこ

とが判明した。

まとめ
金沢工業大学白山麓キャンパスと富山 つの地域での

仮想電力融通のシミュレーションを行ったので、そ

の内容を報告した。今後、本システムを活用して、さま

ざまな実証実験を行う予定である。 
本研究の実施に際し、多大なるご協力をいただきまし

た、北陸電気工事株式会社殿に深く感謝いたします。

表 1：白山麓・富山設備概要（一部想定） 

 

備考

蓄電池(kWh)
①7.4kWh
②7.2kWh
③4.8kWh(*1)

①19.5kWh
　(6.5kWhx3)

*1:仮想融通用
*2:EV,PHVは除外

負荷(kW) ①0.25kW(*3)
②2,190kWh(年間)

①1kW(*3)
②8,760kWh(年間)

*3:想定、一定負荷と仮定
*4:一定負荷で8,760時間稼働

①8,094kWh ①8,200kWh *0:年間発電量(設備稼働率
＝10.5％想定)、出力抑制なし

設備 白山麓 富山
①1.76kW
②5.00kW

①8.9kW

 
図 2：商用電力からの買電量（電力融通あり） 

表 2：評価結果 

 

合計（白山麓と富山）
CO2削減量(％)
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図 1：商用電力からの買電量（電力融通なし） 
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